
 

 

定例記者会見 令和４年６月２０日（月）１１時～ 

場 所 庁議室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

商工観光部 経営支援課 

（電話０５９－２３６－３３５５） 

ビジネスサポートセンター次長

（兼）経営支援課長 

杉下 照幸 

健康福祉部 障がい福祉課 

（電話０５９－２２９－３１５７） 

障がい福祉課長 

樋口 哲也 

都市計画部 交通政策課 

（電話０５９－２２９－３２８９） 

交通政策課長 

杉﨑 雅人 

 

コロナ禍における原油価格・物価高騰に対する 

津市の支援策 
 

 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 
 



コロナ禍における原油価格・物価高騰に対する

津市の支援策

令和４年６月２０日



コロナ禍における原油価格・物価高騰対応

令和４年４月26日
地方公共団体が、コロナ禍において原油価格や電気・
ガス料金を含む物価の高騰の影響を受けた生活者や事
業者の負担の軽減を、地域の実情に応じ、きめ細かに
実施できるよう、新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金を拡充

令和４年４月28日
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

本市独自の生活者支援・事業者支援を実施

第２回原油価格・物価高騰等に関する関係閣僚会議
コロナ禍における「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」

津市への交付限度額 ８億４,８４６万円



新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
物価高騰に対する生活者支援 （発表済み）

５億４，７６４万円

子育て家庭物価高騰対策支援金給付事業

食費等の物価高騰等に直面する０歳から１８歳までの児
童を育てる子育て家庭に対する支援

支援額 児童一人当たり１２，０００円

４，６２９万円

保育施設・学校等給食物価高騰対策支援事業

給食を実施している市内保育施設、幼稚園、小・中・義
務教育学校において、給食食材費の高騰が給食の質の
低下や給食費の値上げにつながらないよう支援

第１弾

令和４年５月３０日 第２回市議会定例会に提出 →現在審議中



１億１，１００万円小規模企業者原油価格高騰対策事業継続
支援事業

事業活動におけるエネルギー依存度が高く、原油価格高騰等により大きな影響
を受けている小規模な事業者で、エネルギー関連経費に対する他の公的制度
の助成・補助等を受けることができない事業者を支援

業種に関係なく、令和４年１月から６月までのいずれかの月のガソリン、灯油、
軽油、重油、電気及びガスに係る経費
２０万円以上の小規模企業者 １０万円
１０万円以上２０万円未満の小規模企業者 ５万円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
物価高騰に対する事業者支援①

(対象事業者及び支援額)

第２弾



２，１８６万円障害者支援施設・介護保険施設等運営支援事業

電気代等光熱費の上昇により施設の運営経費が増加している障害者支援施
設及び介護保険施設等（６５４施設）を支援
定員区分に応じ、支援金を交付 入居・入所施設 ：上限１０万円

通所施設 ：上限 ５万円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
物価高騰に対する事業者支援②第２弾

障害者支援施設等（277施設） 介護保険施設等(377施設）

入居・入所 通所 入居・入所 通所

・グループホーム
・障害者支援施設
・療養介護
・宿泊型自立訓練
・福祉型障害児入所施設
・医療型障害児入所施設

・就労継続支援A型
・就労継続支援B型
・生活介護
・放課後等デイサービス
・児童発達支援
・日中一時支援
・就労移行支援
・自立訓練（生活訓練）

・特別養護老人ホーム
・介護老人保健施設
・介護医療院
・介護療養型医療施設
・グループホーム
・特定施設入居者生活
介護

・短期入所生活介護
・有料老人ホーム
・サービス付き高齢者
向け住宅
・軽費老人ホーム

・デイサービス
・通所リハビリテーション
・認知症対応型通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・看護小規模多機能型居宅
介護



１，３８０万円

高速船運航事業者運航継続支援事業
安全安心な運航の維持及び県内唯一の海上アクセスルートの運航継続のため、
傭船料及び船舶検査等費用の一部を補助

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
物価高騰に対する事業者支援③第２弾

令和４年６月２３日 第２回市議会定例会に提出予定 →現在調整中

高速船運航事業者運航継続支援事業

厳しい経営状況が続く中、原油価格の高騰により更に打撃を受けている高速船
運航事業者に対し、原油価格高騰分相当額の１/２ を補助

４，６８６万円新型コロナウイルス感染症対応継続支援分



定例記者会見 令和４年６月２０日（月）１１時～ 

場 所 庁議室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

市民部 地域連携課 

（電話０５９－２２９－３１１０） 

地域連携課長 

村田 雅章 

 
７月３日 北立誠地区より リスタート 

地域懇談会を再開します 
 

 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 
 



令和４年６月２０日

地域懇談会を
再開します

７月３日北立誠地区より リスタート



これまでの状況

参加者（地域の皆さん）

自治会長、民生委員・児童委員、地区
社会福祉協議会、ＰＴＡ等学校関係者
のほか、地域の実情に応じて様々な分
野で活動されている団体の方

地域の皆さんにも公開

開催地域

津地域 ２２地区 安濃地域 １地区
久居地域 ７地区 香良洲地域 １地区
河芸地域 １地区 一志地域 1地区
芸濃地域 １地区 白山地域 １地区
美里地域 １地区 美杉地域 １地区

市内３７地区

平成27年10月よりスタートし、260回開催。参加人数 延べ約4,800人。
令和２年２月 新型コロナウイルスの影響により第８期目の途中から休止中。

コンセプト

①内容に制限をつけずに、地域から広く意見、要望を伺う
②事前聞き取りを行わない
③いただいた課題・要望を曖昧にしない
④懇談後のフォローアップの実施



これまでの実績
第1期 第2期 第３期 第4期 第5期 第6期 第７期 第８期

合計
期間

H27.10.1～
H28.3.27

H28.4.14～
H28.9.25

H28.9.29～
H29.3.26

H29.4.12～
H29.10.5

H29.10.18～
H30.3.18

H30.4.19～
H30.12.10

H30.12.18～
R1.11.1

R1.11.7～
R2.2.19
（休止）

開催地区数 ３７地区 ３６地区 ３５地区 ３３地区 ３３地区 ３５地区 ３５地区 １６地区 260回開催

地域で活動する
団体の代表者 ２８１人 ２７３人 ２５７人 ２４５人 ２２４人 ２５４人 ２５３人 １１１人

延べ
１,８９８人

会場参加者数 ９４８人 ６４２人 ５９６人 ５９０人 ５５５人 ６０２人 ５７６人 ３５２人
延べ
４,８６１人

会場参加
による発言者

１０２人 １２６人 １０８人 ９０人 １１３人 １１９人 １２４人 ７９人
延べ
８６１人

新規課題数 １,０３９件 ３５７件 ４５７件 ３８４件 ４００件 ４５７件 ３４９件 ２６４件 ３,７０７件



地域懇談会
開催

地域懇談会の進め方

修正案・代替案

今後の見通し

市としての方向性

次回の地域懇談会

合意

課題解決

地域の
意向を
踏まえて
調整・整理

要望・課題

再調整

実施・対応

既に取組を
行ったものを報告

提案



開催成果

主な課題

239件

224件

91件

106件

94件

60件

継続案件数

300件

329件

413件

517件

解決・合意
した案件数

299件対話・連携
（地域活性化、自治会関係など）

１位

２位

３位

４位

５位

都市空間
（道路、河川、公園など） 741件

504件

435件

高齢・障がい福祉
（サロン、民生委員など）

教育
（通学路、エアコン・トイレなど）

防災
（避難所、地域の避難体制づくりなど） 394件

約７８％ 約６６％＝
課題数

解決・合意した
案件数

＝
約２,９００

約３,７００

約２,３００

約３,５００

第７期終了時点（Ｒ元.１１.１）

＝
（Ｒ4.6.20時点）



第８期再開後の日程
開催回 地区 開催日 開催時間 会場

第261回 北立誠地区 ７月 ３日（日） 15:30～17:00 旧北立誠幼稚園遊戯室

第262回 高野尾地区 ７月１４日（木） 18:30～20:00
高野尾小学校２階多目的
ホール

第263回 成美地区 ７月２１日（木） 18:30～20:00
ポルタひさい２階交流活動
室Ｃ

第264回 河芸地区 ７月２４日（日） 15:30～17:00
津市河芸庁舎１階 防災研
修室

第265回 雲出地区 ７月２８日（木） 18:30～20:00
雲出地区防災コミュニティセ
ンター３階 研修室１・２

第266回 敬和地区 ７月３１日（日） 15:30～17:00 敬和公民館３階大会議室

※ 開催地区にお住まいの方はどなたでも参加できます。参加希望の方は、新型コロナウイルス感染防止
対策のため、事前に申し込みをお願いしています。
※ ８月以降の開催分については、 １か月分のスケジュールを前月の２０日頃に公表します。
なお、該当する開催地区には、開催日の約１か月前までに回覧します。



問い合わせ先

市民部地域連携課
〒５１４－８６１１ 津市西丸之内２３番１号

TEL ０５９－２２９－３１１０

FAX ０５９－２２９－３３６６



定例記者会見 令和４年６月２０日（月）１１時～ 

場 所 庁議室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

農林水産部 農林水産政策課 

（電話０５９－２２９－３１７２） 

農林水産政策課長（兼） 

獣害対策担当副参事 

稲垣 正司 

 
令和４年度 令和版営農会議 

７月１９日から開催 
 

 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 
 



令和４年度 令和版営農会議

７月１９日から開催

令和４年６月２０日



令和版営農会議とは

農地の利用最適化と耕作継続へ

状況の把握

▶津地域３エリア、総合支所９エリアの計１２エリアにて令和元年１０月に設置
▶関係５者が一堂に会し、令和版営農会議を定期的に開催

開催時期

各種手続きのため窓口に訪れる農業者の声、職員が

現場で聞き取る声、農業委員等による農地パトロール

の実施状況等により地域農業の現況を把握

農作業の繁忙期を避け、

年３回程度（７月頃、１０月頃、２月頃）の頻度で、

各エリアにて会議を開催

高齢化による担い手不足、遊休農地解消、獣害対策など各々の地域に
おける課題解消のために徹底的に話し合うための会議

農地利用最適
化推進委員

令和版営農会議
農 業 委 員

農 協

三重県津農林
水産事務所

津 市



令和版営農会議の開催状況

年度 回数 主な協議テーマ（頻出度順）

Ｒ１ 各地域２回
(一志のみ３回)

ジャンボタニシ対策、獣害対策、担い手不足、人・農地プラン、
耕作放棄地、農地中間管理事業など

Ｒ２ 各地域３回
人・農地プラン、ジャンボタニシ対策、獣害対策、担い手不足、
特産品PR、中山間の農地利用など

Ｒ３ 各地域２回
人・農地プラン、ジャンボタニシ対策、獣害対策、農地利用集
積など

※令和元年度及び令和３年度は、第３回会議を新型コロナウイルス感染症の拡大状況を鑑み中止

どの地域においても共通する課題がある一方、地域特有の課題もある



令和版営農会議における取組①

人・農地プランの策定

全地域

▶農地集積等のため実質化された人・農地プラン
策定のための取組を集中的に実施

▶地域の農業者が話し合った
「地域農業の将来像」を地域で共有

▶地域農業の状況を地図で見える化して共有

・ 令和版営農会議設置以降、市内46地区で実質化されたプラン策定
・ 複数地区で実質化された人・農地プランを要件とする国の施策等を活用

・ 地域農業の現状や、将来に向けた農地の担い手が明らかに
参考：R1.9.30 時点のプラン作成済区域 906ha/8,260ha（11.0％）

R4.5.20 時点のプラン作成済区域 3,912ha/8,110ha（48.2％）

プラン検討の様子

成果 令和元年９月末までに２０地区作成済



令和版営農会議における取組②

ジャンボタニシによる被害対策の取組

▶田植え直後の水稲苗の食害対策として、
薬剤メーカーの協力による講習会の開催や
廃材を活用した捕獲ワナの試作など、
地域が実施できる取組を試行

・ 農家向け捕獲ワナの作り方説明会の実施
・ 農業者への捕獲ワナ配布やジャンボタニシ捕獲

の実証

・ ジャンボタニシ対策への意識の向上
捕獲したジャンボタニシ

壁面の卵塊

の写真

ジャンボタニシによる水稲被害

ジャンボタニシの卵塊

食害跡

津南部地域、久居地域、一志地域、香良洲地域

成果



令和版営農会議における取組③

獣害対策協議会設立による獣害対策の取組

▶有害鳥獣（シカ、イノシシ、鳥類）による
農産物（水稲、梨）への被害状況を共有し、
地域ぐるみで対策を実施する必要性を確認

・ 美杉地域：下之川地区及び多気地区で獣害対策協議会設立

・香良洲地域：香良洲梨部会獣害対策協議会設立

・有害鳥獣の捕獲の実施等、地域ぐるみでの主体的な取組が

推進 捕獲したシカ

令和版営農会議設置（令和元年10月）以降

獣による水稲被害

香良洲地域、美杉地域

成果



令和版営農会議の参加者アンケート

課題について、本年度開催分（R4.7下旬）以降
構成員とも協議しつつ改善予定

▶令和版営農会議の在り方に関するアンケートを実施（R4.3）

● 回答数68のうち、開催頻度については94％以上、
開催時期については85％以上の参加者が適当と回答。

● 令和版営農会議の在り方について、39件もの意見が寄せられた。

評価点

• 参加しやすかった。現在のメンバーがよい。
• ジャンボタニシ対策の取組（捕獲ワナの試作等）がよかった。
• 今後も人・農地プランの議論は継続すべき。

改善点

• 議論のテーマによっては、担い手や若手農業者、畑作農家の意見も聞いてみたい。
• 他市の取組事例の紹介をしてほしい。
• 傍聴者がいると発言しにくい。



今後の令和版営農会議

様々な地域農業の課題解決に向けた取組

・ 担い手の育成、耕作継続
・ 耕作放棄地を解消、発生させない取組
・ 地域と担い手のコミュニケーションの深化
・ 地域農業のリーダー、コーディネーターの育成
・ その他の農業関係施策の活用

令和版営農会議の

継続的な開催

地域農業の課題共有と
徹底的な話し合い

▶農地利用最適化と耕作継続に向けた取組を推進

将来にわたり農地を農地として守るため…



令和４年度第１回「令和版営農会議」開催日程

名 称 開催日時 開催場所
津北部地域令和版営農会議
（白塚・栗真・一身田・大里・高野尾）

７月２６日（火） １４時００分から 津市北部市民センター

津中央地域令和版営農会議
（橋北・敬和・養正・新町・橋南
・安東・神戸・櫛形・片田）

７月２１日（木） １４時００分から 津市西部市民センター

津南部地域令和版営農会議
（藤水・高茶屋・雲出）

７月２２日（金） １４時００分から 津市雲出市民センター

久居地域令和版営農会議 ７月２８日（木） １３時３０分から
みえなか農業協同組合

久居支店

河芸地域令和版営農会議 ７月２０日（水） １３時３０分から 津市河芸庁舎

芸濃地域令和版営農会議 ７月２０日（水） １４時００分から 津市芸濃庁舎

美里地域令和版営農会議 ７月２６日（火） １９時００分から 津市美里庁舎

安濃地域令和版営農会議 ７月２０日（水） １３時３０分から 津市安濃中公民館

香良洲地域令和版営農会議 ７月１９日（火） １４時００分から 津市香良洲庁舎

一志地域令和版営農会議 ７月２７日（水） １３時３０分から 津市一志庁舎

白山地域令和版営農会議 ７月２９日（金） １３時３０分から 津市白山庁舎

美杉地域令和版営農会議 ７月２０日（水） １４時００分から 津市美杉総合文化センター



問い合わせ先

農林水産部農林水産政策課
〒５１４－８６１１ 津市西丸之内２３番１号

TEL ０５９－２２９－３１７２

FAX ０５９－２２９－３１６８
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